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む。絵本を読むことは，一巡の往復を繰り返す遊びになる。
















































































































































































































































































































注⑴ Rousseau, J.-J., Émile ou de l ’éducation, Œuvres Complètes, IV, Galimard (Bibliothèque de la
Pléiade), 1969, p. 299 (ルソー著 今野一雄訳『エミール（上）』岩波文庫 2007改版（1962）p. 125).
⑵ NPOブックスタート編『対談 赤ちゃんと絵本をひらくひととき』2010．ほかに，佐々木宏子『絵
本は赤ちゃんから 母子の読み合いがひらく世界』新曜社 2006．




いては，寺﨑恵子「紙芝居における演技」『聖学院大学論叢』第 21巻第３号 2009年３月 pp. 63-
77 で考察した。
⑹ 主体と客体の相互的なかかわりが中動相であることについては，寺﨑恵子「関心の条件と中動相」
『聖学院大学論叢』第 26巻第１号 2013 年 10 月 pp. 63-78において論じた。
⑺ 鈴木情一「絵本の読み聞かせ事態における母子の音声同期化現象について」『上越教育大学研究紀
要』No. 18 1999年３月 pp. 483-501．
⑻ 鈴木情一 同上論文 p. 495．
⑼ 神沢利子作，柳生弦一郎絵『たまごのあかちゃん』福音館書店 1993（1987）は，「たまごのなかで




⑽ J. A. コメニウス著 井ノ口淳三訳『世界図絵』平凡社ライブラリー 1995 p. 13．
⑾ Alpers, S., The Art of Describing, University of Chicago Press, 1984 (1983), p. 95 (S. アルパース
著 幸福輝訳『描写の芸術』ありな書房 1993 p. 167).
⑿ Alpers, S., ibid., p. 96 (アルパース 同上書 p. 168).
⒀ 関心は，似ていると感じられるものが対象となっているときに起こる心的態度である。その事態
は，中動相である。〈擬態〉も，中動相である（寺﨑恵子 前掲論文 2013）。
⒁ Alpers, S., op. cit., pp. 96-97 (アルパース 前掲書 pp. 169-170).
⒂ 岡本夏木『子どもとことば』岩波新書 1982 p. 9．
⒃ 後路好章『絵本から 擬音語 擬態語 ぷちぷちぽーん』アリス館 2005．後路好章「赤ちゃん絵
本―赤ちゃんは音を食べる」『平成 21 年度国際子ども図書館児童文学連続講座講義録 いつ，何と
出会うか―赤ちゃん絵本からヤングアダルト文学まで』2010 年９月（http://dl.ndl.go.jp/view.
download/digidepo_ 3192144 _po_H 21-full.pdf?contentNo=1）〈2013.11.19確認〉pp. 6-17．
⒄ 後路好章 前掲文 2010 p. 13．
⒅ 三宮真由子作，みねおみつ絵『でんしゃはうたう』福音館書店 2009．
⒆ 福田香苗「幼児の発話にみられる擬音語・擬態語」苧阪直行編『感性のことばを研究する 擬音
語・擬態語に読む心のありか』新曜社 1999 pp. 155-174．近藤綾・渡辺大介・越中康治「自然体験
活動の中で見られる幼児のオノマトペの機能に関する一考察」『広島大学大学院教育学研究科紀要』
第三部第 57号 2008 pp. 305-312．近藤綾・渡辺大介「幼児のオノマトペ知識に関する研究」『幼
年教育研究年報』第 32巻 2010 pp. 29-36．
⒇ 佐治伸郎・今井むつみ「語意修得における類像性の効果の検討」篠原和子・宇野良子編『オノマト
ペ研究の射程―近づく音と意味』ひつじ書房 2013 p. 153．鈴木陽子「インタラクションのなかで
使われる「オノマトペ＋する」動詞 親子談話の分析から」同上書 pp. 167-181．秋田喜美「オノマ
トペ・音表象の研究史」同上書 p. 343．
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0 岡本夏木 前掲書 pp. 132-145．
1 Merleau-Ponty, M., “La conscience et l ’acquisition du langage ” , Psychologie et pédagogie de
l’enfant, Verdier, 2001, p. 15 (M. メルロ =ポンティ著 木田元・鯨岡峻訳『意識と言語の獲得 ソル
ボンヌ講義 Ⅰ』みすず書房 1993 p. 13).
6 森田亜紀「表情知覚の中動相」『芸術の中動態』萌書房 2013 p. 81．
7 岡本夏木 前掲書 p. 141．
8 Merleau-Ponty, M., op. cit., p. 17 (メルロ =ポンティ 前掲書 p. 17).
9 Merleau-Ponty, M., op. cit., p. 17 (メルロ =ポンティ 前掲書 p. 17).
: 岡本夏木 前掲書 pp. 156-159．
; 深田智「絵本の中のオノマトペ」篠原和子・宇野良子編 前掲書 p. 184，p. 183．
< 谷川俊太郎作，元永定正絵『もこ もこもこ』文研出版 1977．
= 後路好章 前掲書 2005 pp. 23-24．この作品が注目されるようになるまでには，出版後 10 年
ほどかかったことを後路好章は述べている。なお，音と絵が融合する元永定正の作品については，
別稿で論じたい。




とばとからだをめぐって」『母の友』690号 2010 年 11 月 p. 22．





B 鷲田清一『「ぐずぐず」の理由』角川選書 2011 p. 92．
C 鈴木英夫「自然と声」兵藤裕己『思想の身体―声の巻』春秋社 2007 p. 60．
D 鈴木英夫「自然，声，そして歌―メロポイエーシスの諸相」『文学』第５巻第２号 岩波書店 2004
p. 21．
E 坂本彩希絵「オノマトペと言語の起源」『長崎外大論叢』第 16号 2012 年 12 月 p. 228．
F 坂本彩希絵 同上論文 pp. 231-234．
G Rousseau, J.-J., op. cit., p. 285 (ルソー 前掲書 p. 97).
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Parents and Children :
Reading Picture Books Together
Keiko TERASAKI
Abstract
Many voluntary activities for reading picture books with children have become popular in
recent years. Since the “bookstart” activity started in Japan, there has been an increasing aware-
ness of the significance of parents and children reading picture books together. We know that
picture books are indispensable for good communication between parent and little child in the
child’s pre-speech stage.
The phenomenon of parents and children reading picture books together has several familiar
characteristics : the effective enjoyment of the reading experience, admiring the pictures together,
mimicking the text (mimesis) , etc. Such co-reading involves authentic forms of sympathetic,
harmonious, synchronic, etc. communication. Such fundamental communication generates chil-
dren’s development of spontaneous speech acts.
The aim of this research is to understand the nature of communication, i.e. communion, with
particular focus on the the act of picture book reading.
Key words; Picture books, co-reading, communion, onomatopoeia, mimesis
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